
息消界学

　
　
　
学
界
消
息

　
　
　
　
典
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
例
会
　
二
月
五
臼
（
土
）
午
後
一
時
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
九
州
古
［
墳
墓
の
牲
絡
　
　
　
　
　
　
一
口
　
隆
康

　
欧
洲
帰
朝
談
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

史
学
研
究
会
例
会
　
四
月
二
十
ヨ
臼
（
土
）
午
後
～
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
晩
年
の
マ
イ
ネ
ッ
ケ
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦

　
播
州
平
野
の
条
里
に
つ
い
て
　
　
　
谷
岡
武
雄

　
漢
簡
の
資
料
的
意
義
　
　
　
　
　
　
森
　
　
鹿
三

　
　
　
　
国
　
史
　
関
　
係

京
都
大
学
薪
卒
業
生
予
饒
会
　
二
月
二
十
八
臼
（
月
）

　
午
後
四
時
よ
り
否
万
遍
了
蓮
寺
に
お
い
て
漸
卒
業

　
生
十
一
名
の
予
言
…
会
を
行
っ
た
。
小
皿
田
教
授
以
，

　
下
皇
宮
、
先
輩
、
学
生
等
多
数
参
会
し
て
卒
業
生

　
の
前
途
を
祝
福
し
、
卒
業
生
ま
た
将
来
の
抱
負
を

　
語
り
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
東
洋
契
関
係

京
都
大
学
漸
卒
業
生
予
立
会
　
…
二
月
瓢
十
三
日
（
火
）

　
午
後
四
時
よ
り
、
新
卒
業
生
三
二
の
予
饒
会
を
京

　
園
に
お
い
て
行
っ
た
。
宮
崎
・
田
村
爾
教
授
を
は

　
じ
め
、
教
主
先
輩
学
生
ら
二
十
名
が
患
歯
し
、
卒

　
業
生
の
前
途
の
多
幸
を
祈
っ
た
。

羽
田
博
士
追
出
講
演
会
　
五
月
二
十
二
臼
（
日
）
午

　
後
二
時
よ
り
京
都
大
難
人
文
科
学
研
究
所
ホ
館
講

　
堂
に
お
い
て
、
東
方
学
会
・
東
洋
史
研
究
会
共
催

　
の
も
と
に
行
っ
た
。
当
日
は
御
遺
族
を
始
め
多
数

　
の
会
員
が
参
会
し
た
。
会
は
梅
原
…
敬
授
の
司
会
に

　
よ
り
、
吉
川
教
授
の
挨
拶
、
安
部
、
田
村
、
富
崎

　
三
教
授
の
「
羽
田
博
士
の
業
績
」
と
題
す
る
講
演
、

　
貝
塚
教
授
の
挨
拶
の
順
で
進
め
ら
れ
た
。
終
っ
て

　
午
後
五
時
よ
り
岡
館
ホ
…
ル
に
お
い
て
、
豊
麗
茶

　
話
会
を
行
い
、
故
博
士
を
偲
ぶ
一
刻
を
過
し
た
。

　
な
お
当
日
同
館
会
議
室
に
お
い
て
は
、
博
士
の
御

　
遺
稿
や
、
薯
書
、
論
叢
を
展
観
し
た
。

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

京
都
大
掌
新
卒
業
生
予
饒
会
，
二
月
十
九
員
（
土
）

・
　
進
々
堂
に
お
い
て
、
井
上
教
授
、
前
川
助
教
授
ほ

　
か
研
究
室
先
輩
諸
兄
の
出
席
を
え
、
志
螂
晃
佑
・

　
山
本
茂
・
末
川
清
・
荒
武
鉄
郎
・
森
下
忠
夫
・
中

　
村
一
子
六
震
の
卒
業
を
祝
福
し
た
。

薪
専
攻
生
、
漸
大
学
院
生
歓
迎
会
　
四
月
二
八
臼
楽

　
友
会
館
に
お
い
て
　
原
教
授
以
下
出
席
、
薪
三
管

　
生
繭
｝
名
、
薪
大
学
院
生
西
名
の
今
後
の
健
闘
を

　
祈
っ
た
。

纂
二
回
西
洋
史
読
響
会
春
季
大
会
　
四
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
　
昨
年
発
足
し
た
春
季
大
会
は
今
年
か
ら
会
員
互

　
選
に
よ
る
運
営
委
員
を
中
心
と
し
て
約
半
年
以
上

　
プ
ラ
ン
を
練
り
、
始
め
て
の
試
み
と
し
て
シ
ン
ポ

　
ジ
ム
ウ
形
式
に
よ
る
会
を
開
催
し
た
。
論
題
は
e

　
古
代
王
権
の
聞
題
⇔
市
民
革
命
の
構
造
⇔
帝
国

　
主
義
の
本
質
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
え
、
そ
れ

　
に
つ
い
て
討
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。
勤
め
て
の

　
形
式
と
し
て
は
か
な
り
な
成
功
で
あ
っ
た
こ
と
を

　
確
信
す
る
が
、
な
お
今
後
会
員
諸
兄
の
御
批
判
に

　
よ
っ
て
十
分
な
も
の
と
し
た
い
。
序
に
こ
の
西
洋

　
史
読
書
会
の
会
翔
が
可
決
さ
れ
、
今
後
は
こ
れ
に

　
よ
り
会
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
鮒
理
学
闘
差

回
田
川
流
域
総
合
調
査

　
総
合
研
究
「
櫛
田
川
を
中
心
と
す
る
南
勢
平
野
の

　
歴
史
地
理
学
的
研
究
し
の
た
め
の
調
査
は
、
去
る

　
一
月
五
日
～
入
臼
の
四
臼
聞
、
第
二
回
の
実
地
調

　
査
を
行
っ
た
。
参
加
者
は
前
回
（
昨
年
七
月
）
と

　
略
索
同
様
、
二
十
数
名
に
及
び
、
調
査
事
項
も
概

　
ね
前
園
の
成
果
を
更
に
拡
大
・
補
充
す
る
方
向
に

　
向
け
ら
れ
た
ボ
、
上
流
域
調
査
者
の
一
部
は
、
宵

　
来
の
交
通
路
沿
い
に
奈
良
衆
へ
向
い
、
又
或
者
は

　
宇
治
山
田
市
の
煮
冷
罵
言
の
史
料
に
当
る
等
、
多
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方
面
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
本
研
究
は
、
今
團

　
の
繁
二
回
調
査
を
以
て
一
応
現
地
調
査
を
打
切

　
り
、
そ
の
成
果
は
追
っ
て
発
表
さ
れ
る
予
建
で
あ

　
る
。

人
文
薬
理
学
会
第
九
回
例
会
　
＝
月
十
九
B
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
明
徳
館

長
　
岡
　
京

　
近
年
に
お
け
る
地
理
学
輿

　
研
究
の
動
向

　
ア
ル
プ
ス
の
交
｝
趨
路

入
文
鞄
理
学
会
第
十
回
例
会

　
　
　
中
出
　
修
一

　
　
　
野
聞
　
三
郎

　
　
　
山
口
平
四
郎

四
月
二
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
地
質
教
窒

　
比
較
研
究
上
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
木
村
　
　
宏

　
都
布
と
農
村
の
商
圏
　
　
　
　
　
　
木
地
　
節
郎

灘
櫻
暴
騰
細
）
（
、
そ
の
霧
拓

京
大
地
理
学
談
話
会
例
会
　
三
月
十
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
地
理
実
習
室

　
例
会
と
し
て
薪
卒
業
生
に
よ
る
卒
業
論
文
発
表
会

　
を
行
っ
た
。

質
本
地
理
．
掌
会
春
季
大
会
　
五
月
一
日
（
日
）
i
五

　
　
濱
（
木
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
大
学

　
厨
究
登
極
が
数
多
い
の
で
、
そ
の
中
か
ら
史
学
研

　
究
会
会
員
の
登
表
並
び
に
歴
史
地
理
学
に
関
係
す

、
る
発
表
題
目
を
列
記
す
る
て
と
と
す
る
。
庄
園
に

　
お
け
る
条
黒
遺
購

　
1
山
　
陰
の
玉
庄
園
を
例
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
闘
　
安
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
公
徳

東
北
地
方
に
お
け
る
郷
土
集
落
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
政
太
郎

江
戸
時
代
に
お
け
る
本
海
道
交
通
と
脇
往
還

　
と
の
関
係
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
原
沢
　
導
引

濃
尾
平
野
に
お
け
る
徳
川
時
代
の
家
族
構
成

　
一
濃
羅
農
村
人
爵
研
究
　
高
燥
報
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
内
庄
次

（
共
同
研
究
　
三
重
県
櫛
田
川
流
域
の
歴
史
地
理

学
的
研
究
）

自
然
的
基
礎
　
　
　
　
　
　
　
井
蘭
弘
太
郎

櫛
田
川
流
域
に
お
け
る
歴
史
的
地
域
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
岡
武
雄

近
世
に
お
け
る
土
地
開
発
　
　
　
　
慰
多
村
俊
夫

下
流
部
に
お
け
る
土
地
利
矯
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浮
田
　
典
良

上
流
部
に
お
け
る
経
済
生
活
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
洋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
陸
男

工
業
一
松
阪
木
綿

近
代
的
交
通
機
閣
の
発
達

集
落
形
態
の
歴
史
的
諸
相

交
通
路
と
集
落
の
変
麗

（
シ
y
ポ
ジ
ウ
ム
）
適
応

小
林
　
　
博

松
田
　
　
信

藤
岡
謙
二
郎

和
田
　
俊
二

　
　
　
　
華
華
挙
開
係

京
都
大
学
薪
卒
業
生
予
饒
考
古
掌
談
話
会
　
三
月
十

　
五
日
　
楽
友
会
館

　
小
野
山
節
氏
の
卒
業
予
鱗
と
、
嵐
亦
良
女
化
財
研
究

　
所
に
就
任
さ
れ
た
坪
井
清
足
氏
の
送
湧
を
か
ね
て

　
開
催
。
席
上
左
の
発
表
を
聴
く
。

　
　
オ
リ
エ
ン
ト
に
お
け
る
王
陵
の
成
立
過
程

　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
小
野
画
配

　
　
網
籔
町
　
岡
　
第
二
号
及
び
第
三
号
墳
の

　
　
　
調
子
　
　
　
　
　
　
　
　
川
端
真
治

京
都
府
乙
訓
鄭
向
臼
町
長
岡
宮
駈
の
調
査

　
梅
原
末
治
教
授
指
導
の
下
に
、
西
京
高
校
中
山
修

　
一
層
教
論
劇
論
か
、
　
三
口
月
八
R
門
よ
り
約
一
ケ
日
川
に
・
わ
た

　
つ
て
実
施
。
京
大
考
古
三
教
釜
よ
り
樋
口
隆
康
講

　
師
・
款
山
進
午
氏
等
が
参
加
し
、
阪
急
西
向
日
町

　
駅
北
方
約
五
十
米
の
地
点
で
遺
構
の
一
部
を
検
出

　
し
た
。

大
阪
府
南
河
内
郡
国
分
町
松
釜
山
古
墳
の
調
査

　
大
阪
府
社
会
教
育
課
の
委
嘱
を
受
け
、
小
林
行
雄

　
講
師
を
主
班
と
す
る
京
大
考
古
掌
教
室
員
に
よ
つ

　
て
、
四
月
四
日
よ
り
約
二
十
B
聞
に
わ
た
っ
て
行

　
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
古
墳
の
主
体
部
は
、

　
竪
穴
式
石
室
と
い
う
よ
り
は
、
後
円
部
墳
頂
一
面

　
に
級
石
を
積
ん
だ
積
石
塚
風
の
も
の
で
あ
る
と
見

　
ら
れ
る
こ
と
が
判
爾
　
し
た
。
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